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義

▼
要

旨

王
弼
易
学
は
、
象
傳
が
卦
象
よ
り
卦

徳
を
重
ん
じ
る
傾
向
に
あ
る
の
に
従
い
、
卦
義
を
論
じ
る
際
に
卦
象
を
軽
視
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
「周
易
略
例
』
明
象

に
お
け
る

「忘
象
得
意
」

の
主
張
に
典

型
的
に
見
え
る
卦
象
軽
視

の
基
本
的
姿
勢
が
具
体
化
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
大
象
は
卦
象
を
以
て
卦
義
を
論
じ
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
大
象

は
象
傳

の
次
に
位
置
し
て
お
り
卦
義
を
論
じ
る
際
に
依
拠
す
べ
き
存
在

で
あ
る
。
卦
象
を
軽
視
す
る
王
弼
は
こ
の
大
象
に
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
王
弼
の
大
象
に
対
す
る
基
本
的
態
度
が
、
卦
象
軽
視
と
同
時
に
大
象

の
議
論
を
象
傳
の
議
論
の
中
に
取
り
込
ん
で
し
ま

う
こ
と
で
あ

っ
た
こ
と
を
、
六
十
四
卦

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。
分
量
の
都
合
か
ら
、
こ
の
皿
で
は
ー
と
皿
で
分
析
し
た
も
の
以
外

の
二
十
四

卦
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

大
象
に
対
す
る
王
弼
易
学
の
態
度
に
つ
い
て

皿
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川
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二

十

需

・
願

・
明

夷

・
屯

・
離

・
膜

・
革

・
鼎

・
未

濟

こ
の
第
十
章
で
は
、
戸
田
氏
が

「《
カ
》
義
理
に
よ

っ
て
解
説
す
る
も

の
十

一
卦
」
と
し
て
挙
げ
る
需

・
願

・
明
夷

・
屯

・
離

・
揆

・
革

・
鼎

・
未
濟

・
恒

・
遜
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
戸
田
氏
は
慨

・
遜
を
除

い
た
九
卦
し
か
例
に
挙
げ

て
い
な

い
が
、
残

っ
た
卦
か
ら
判
断
し
て
、
恒

・
遜
の
両
卦
が
補
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

ハ　

ね

恒

・
遜
の
両
卦
に
つ
い
て
は
第
五
章

で
既
に
検
討
済
み
で
あ
る
の
で
、
戸
田
氏
が
挙
げ
る
九
卦
が
検
討

の
対
象
と
な
る
。

戸
田
氏
の
判
断
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
九
卦

の
大
象
に
対
す
る
王
注
は
、
義
理
に
よ

っ
て
解
説
す
る
が
、
上
下
卦
象
や
上
下
卦
徳
や
卦
名
に
言
及
し
な

い
と
い
う
特
徴
を

持

つ
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
卦
に
お
い
て
、
大
象
王
注
と
象
傳
で
の
議
論
と
の
有
意
義
な
関
係
が
見

い
だ
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
順
次
検
討
し
て
み

よ
う
。

需
卦
の
場
合
、
大
象
に
は

「雲
上
於
天
、
需
。
君
子
以
飲
食
宴
樂
」
と
あ
り
王
弼
は

「童
蒙
巳
装
、
盛
徳
光
亨
。
飲
食
宴
樂
、
其
在
鼓
乎
」
と
注
す
る
。
戸
田
氏
は

「
雲

　　

り

上
於
天
の
象
も
、
需
須
也
、
と

い
う
象
傳
の
解
も
援
用
せ
ず
、
蒙
卦
に
連
絡
し
て
巧
み
に
説
明
し
え
て
い
る
」
と
評
す
る
。
た
し
か
に
、
直
前

の
卦
で
あ
る
蒙
卦
の

「童

蒙
」
が
需
卦
に
お
い
て
す
で
に
啓
発
さ

れ
て
い
る
と
述
べ
る
の
は
、
「
蒙
卦
に
連
絡
し
て
巧
み
に
説
明
し
え

て
い
る
」
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
需
須
也
、
と

い
う
象
傳

の

解
も
援
用
せ
ず
」
と
い
う
の
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
象
傳
の
解
を
ま

っ
た
く
援
用
し
て
い
な
い
と
は
い
え
な

い
。

ヘ

へ

需
卦
象
傳
に
は

「
需
須
也
。
険
在
前

也
。
剛
健
而
不
陪
、
其
義
不
困
窮
　
。
需
、
有
孚
、
光
亨
、
貞
吉
、
位
乎
天
位
、
以
正
中
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
勿
論
、
卦
辞

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「
需
、
有
孚
、
光
亨
、
貞
吉
」
を
解
釈
し
た
も

の
で
あ
る
。
象
傳
王
注
に
は

「
謂
五
也
。
位
乎
天
位
、
用
其
中
正
、
以
此
待
物
、
需
道
畢
　
。
故
光
亨
、
貞
吉
」
と
あ
る
。

ヘ

へ

象
傳
王
注
は
象
傳
の
後
半
部
分

「需
、
有
孚
、
光
亨
、
貞
吉
、
位
乎
天
位
、
以
正
中
也
」
を
も

っ
ぱ
ら
解
釈
し
て
お
り
、
前
半
部
分
に
興
味
を
示
し
て
い
な
い
。

つ
ま
り

王
弼
は
象
傳
後
半
部
分
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
象
傳
注
で
示
し
た
態
度
と
同
じ
よ
う
に
、
大
象
王
注
は
象
傳
前
半
部

の

「需
須
也
」
と

い
う

ヘ

へ

解
を
援
用
し
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

一
方
、
大
象
王
注
の

「
盛
徳
光
亨
」
と

い
う
表
現
は
、
突
き
詰
め
れ
ば
卦
辞
の

「光
亨
」
と
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
象
傳
後
半
部

で
の
議
論
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
大
象
王
注
の

「盛
徳
」
の
内
容
は
、
象
傳
王
注

の

「位
乎
天
位
、
用
其
中
正
、
以
此
待
物
、
需
道
畢
　
」
と

い
う
説

明
を
待

っ
て
具
体
化
す
る
は
ず
で
あ
る
。



さ
ら
に
、
直
前
の
卦
で
あ
る
蒙
卦
に
連
絡
し
て
説
明
す
る
と

い
う
点
で
は
、
『序
卦
傳
』

に
は

「蒙
者
、
蒙
也
。
物
之
稚
也
。
物
稚
不
可
不
養
也
。
故
受
之
以
需
。
需

者
、
飲
食
之
道
也
」
と
い
う
解
釈
が
あ

る
。
需
卦
大
象
の

「飲
食
宴
樂
」
を
蒙
卦
と

の
連
絡
で
説
明
す
る
の
な
ら
、
こ
の

『序
卦
傳
』

の
解
釈

の
方
が
親
和
性
が
あ
る
よ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
王
弼
は
こ
の

『序
卦
傳
』

の
発
想
を
採
用
し
な

い
。
裏
返
せ
ば
、
「童
蒙
巳
獲
、
盛
徳
光
亨
。
飲
食
宴
樂
、
其
在
並
乎
」
と

い
う
大
象
王
注
の

説
明
の
仕
方
は
、
象
傳
で
の
議
論

へ
の
王
弼
の
こ
だ
わ
り
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

願
卦
の
場
合
、
大
象
に
は

「
山
下
有
雷
、
願
。
君
子
以
愼
言
語
、
節
飲
食
」
と
あ
り
、
王
弼
は

「言
語
飲
食
、
猶
愼
而
節
之
。
而
況
其
鹸
乎
」
と
注
す
る
。
戸
田
氏
は
、

バヨ
　

大
象
の

「君
子
以
愼
言
語
、
節
飲
食
、
と
あ

る
の
を
進

一
歩
せ
し
め
た
解

で
あ
る
」
と
評
す
。
そ
の
通
り

で
あ
る
。
象
傳
は

「願
、
貞
吉
、
養
正
則
吉
也
。
観
願
、
観
其

所
養
也
。
自
求

口
實
、
観
其
自
養
也
。

天
地
養
萬
物
、
聖
人
養
賢
、
以
及
萬
民
。
願
之
時
大
　
哉
」
と
述
べ
る
。
王
弼
は
卦
僻

・
象
傳
に
注
を

一
切
施
し
て
い
な

い
。

一

見
す
る
と
、
大
象
注
と
象
傳
と
の
直
接

的
な
関
係
は
無

い
よ
う
に
も
思
え
る
。
た
だ
、
象
傳

の
中
に
次
の
主
張
を
読
み
取
る
の
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
「自
ら
養
う
も

の
を
観

て
、
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
吉
で
あ
る
」。
そ
し
て
、
「自
ら
養
う
も

の
」
の
具
体
的
な
内
容
は
象
傳

の

「自
求
口
實
、
観
其
自
養
也
」
と

い
う
表
現
が
示
し
て
い
よ
う

(「自
求
口
實
」
は
卦
僻
の
文
)。

つ
ま
り

「
口
実
」
と

い
う
こ
と

に
な
る
。
「
口
実
」
は
様

々
に
解
釈
し
う
る
が
、
「飲
食

・
言
語
」
を
連
想
す
る
の
は
ご
く
自
然
で
あ
ろ

う
。
と
す
れ
ば
、
言
語
飲
食
を
慎
む
こ
と
を
主
張
す
る
大
象
後
半
部
の
表
現
は
、
象
傳

の
議
論
と
連
続
し
て
い
る
と
言
え
よ
う

(「自
求
口
實
」
は
卦
辞
の
言
葉
で
あ
る
。

し
か
し
、
卦
僻
を
象
傳
に
従

っ
て
読
も
う
と
す
る
王
弼
の
基
本
的
態
度
か
ら
す
れ
ば
、
「自
求

口
實
」
と

い
う
言
葉
は
、
象
傳
の

「自
求

口
實
、
観
其
自
養
也
」
と

い
う
言

葉
と
直
結
す
る
は
ず
で
あ
る
)
。
そ
れ
ゆ
え
に
王
弼
は
、
大
象
の

「
君
子
以
愼
言
語
、
節
飲
食
、
と
あ
る
の
を
進

一
歩
せ
し
め
た
」
だ
け
で
事
足
れ
り
と
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
大
象

・
大
象

王
注
と
象
傳
と

の
間
に
顕
著
な
矛
盾
を
見

い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

明
夷
卦

の
場
合
、
大
象
は

「明
入
地

中
、
明
夷
、
君
子
以
在
衆
、
用
晦
而
明
」
と
述
べ
、
王
弼
は

「薇
衆
顯
明
、
蔽
偶
百
姓
者
也
。
故
以
蒙
養
正
、
以
明
夷
荏
衆
。
藏

　る
　

明
於
内
、
乃
得
明
也
。
顯
明
於
外
、
乃
所
辟
也
」
と
注
す
る
。
戸
田
氏
は

「藏
明
於
内
、
乃
得
明
也
。
顯
明
於
外
、
乃
所
辟
也
。
と
注
し
て
い
る
の
は
、
象
傳
の
利
顛
貞
、

晦
其
明
也
、
に
本
つ

い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
用
晦
而
明
、
と

い
う
本
文
の
意
は
、
む
し
ろ
中
庸
に
、
闇
然
而
日
章
、
と
あ
る
に
同
じ
で
、
主
意
は
明
明
徳
に
あ
る
と
思

す
　
う
」
と
評
す
る
。
象
傳
に
は

「明
入
地
中
、
明
夷
。
内
文
明
而
外
柔
順
、
以
蒙
大
難
、
文
王
以
之
。
利
難
貞
、
晦
其
明
也
、
内
難
而
能
正
其
志
、
箕
子
以
之
」
と
あ
る
が
、

王
弼
は

一
字
も
注
を
施
さ
な
い
。
戸
田
氏
の
指
摘
の
通
り
、
大
象
王
注
の

「
藏
明
於
内
、
乃
得
明
也
。
顯
明
於
外
、
乃
所
辟
也
」
と

い
う
表
現
は
象
傳

「利
銀
貞
、
晦
其

明
也
」
を
踏
ま
え
た
も
の
と

い
え
よ
う

。

た
だ
、
戸
田
氏
の
言
及
し
な

い
大
象

王
注
前
半
部

に
注
目
す
る
と

「
以
蒙
養
正
」
と
あ
る
。
こ
の
明
夷
卦
象
傳
に
見
え
る

「
以
蒙
大
難
」
の

「蒙
」
は

「
こ
う
む
る
」

大
象
に
対
す
る
王
弼
易
学
の
態
度
に
つ
い
て

皿

(西
川
)
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四

の
意
味

で
あ
ろ
う
か
ら
、
「以
蒙
養
正
」

の

「蒙
」
は

「
以
蒙
大
難
」

の

「蒙
」
と
は
、
直
接
的
に
は
関
係
し
な
い
。
こ
の

「以
蒙
養
正
」
と

い
う
表
現
は
蒙
卦
の
象
傳

「
蒙
以
養
正
、
聖
功
也
」
を
踏
ま
え

て
い
る
。
さ
ら
に
、
蒙
卦
卦
瀞
注
に
お
い
て
王
弼
は
こ
の
蒙
卦
象
傳
の
文
章
を
用
い
て

「蒙
之
所
利
、
乃
利
正
也
。
夫
明
莫
若
聖
、
昧

莫
若
蒙
。
蒙
以
養
正
、
乃
聖
功
也
。
然

則
養
正
以
明
、
失
其
道
　
」
と
論
じ
て
い
る
。
「
『蒙
』
を
用

い
る
こ
と
が
良

い
の
で
あ

っ
て

『明
』
を
用

い
る
の
は
良
く
な

い
」

と

い
う
、
こ
の
蒙
卦
で
の
王
弼
の
議
論

は
、
明
夷
卦
大
象
王
注
の

「故
以
蒙
養
正
、
以
明
夷
在
衆
。
藏
明
於
内
、
乃
得
明
也
。
顯
明
於
外
、
乃
所
辞
也
」
と

い
う
議
論
と

呼
応
し
て
い
る
。
明
夷
卦
大
象
注
の
議
論
は
、
蒙
卦
象
傳
と
象
傳
を
踏
ま
え
た
卦
辞
王
注
と
の
議
論
を
前
提
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
王
弼
は
明

夷
卦
大
象
を
解
釈
す
る
の
に
わ
ざ
わ
ざ

別
の
卦
の
象
傳
の
議
論
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
別

の
卦
の
象
傳
で
の
議
論
を
利
用
し
て
ま
で
も
、
象
傳
レ
ベ

ル
の
議
論

に
固
執
し
て
大
象
を
解
釈
し

よ
う
と
し
て
い
る
王
弼
の
姿
勢
が
見
え
て
来
る
で
あ
ろ
う
。

ハ　

　

残
り

の
屯

・
離

・
揆

・
革

・
鼎

・
未
濟

の
六
卦
に
つ
い
て
、
戸
田
氏
は

「訓
詰
義
理
の
説
明
を
加
え
て
い
る
の
み
」
と
評
す
る
。

屯
卦

の
場
合
、
大
象
は

「雲
雷
、
屯
。
君
子
以
経
繍
」
と
述
べ
、
王
弼
は

「君
子
経
編
之
時
」
と

の
み
注
す
る
。
王
注
は
大
象

の
表
現
を
繰
り
返
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
わ
ざ
わ
ざ

「時
」
を
添
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
王
弼
は

「時
」
の
概
念
に
注
意
を
寄
せ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
卦

の
象
傳
に
は
、

ヘ

へ

大
象
王
注

の
表
現
と
直
接
関
係
す
る
表

現
は
存
在
し
な

い
。
勿
論

「時
」
の
字
も
存
在
し
な

い
。
た
だ
、
象
傳
王
注
に

「
屯
者
、
天
地
造
始
之
時
也
…
…
虞
造
始
之
時
、

所
宜
之
善
、
莫
善
建
侯
也
」
と
あ
り
、
「
時
」
と

い
う
概
念

に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
「時
」

の
概
念
で
説
明
し
よ
う
と

い
う
点
で
は
、
こ
の
卦

の
大
象
王
注
と
象
傳
王
注

は
共
通
し
て
い
る
。

ハア
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そ
し
て
、
卦
を

「
時
」
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
象
傳

一
般

の
特
徴
で
あ

っ
て
大
象

一
般
の
特
徴
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
大
象
王
注
の

「君
子
経
編
之
時
」
と

い
う
表
現
は
、
屯
卦
象
傳
で
の
議
論

の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
象
傳
王
注
の

「庭
造
始
之
時
、
所
宜
之
善
、
莫
善
建
侯
也
」
の

「
時
」
と
大
象
王
注

の

「君

子
経
総
之
時
」

の

「
時
」
と
は
矛
盾
な
く
繋
が
る
は
ず
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
王
弼
は

「時
」
を
問
題
に
す
る
と

い
う
こ
の
象
傳
的
思
考
を
前
提
と
し
て
、
屯
卦
大
象

後
半
部
を
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

離
卦
の
場
合
、
大
象
に
は

「明
雨
作
、
離
。
大
人
以
縫
明
照
干
四
方
」
と
あ
り
、
王
弼
は

「
繕
、
謂
不
絶
也
沖
明
照
相
繕
、
不
絶
暖
也
」
と
述
べ
る
。
王
弼
は
大
象
の

表
現
に
即
し
て
忠
実

に
解
釈
し
て
い
る
と

い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
卦

の
大
象
の

「
明
雨
作
、
離
」
と

い
う
表
現
は
、
大
象

一
般
の
特
徴
と
さ
れ
る
卦
象
に
よ
る
卦

の
解

ヘ

へ

釈
と
は
言

い
難

い
。
「明
」
は
経
卦
離

の
卦
徳
で
あ
ろ
う
。
象
傳
に
は

「離
麗
也
。
日
月
麗
乎
天
、
百
穀
草
木
麗
乎
土
。
重
明
以
麗
乎
正
、
乃
化
成
天
下
。
柔
麗
乎
中
正
、



故
亨
。
是
以
畜
牝
牛
吉
也
」
と
あ
り
、
上
下
卦
を

「重
明
」
と
卦
徳

に
よ

っ
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
大
象
は
、
経
卦
離
を
同
人

・
大
有

・
責

・
家
人

・
揆

・
革

・

鼎

・
旅

・
既
濟

・
未
濟
の
各
卦
で
は

「火
」
と
し
、
唾
嘘

・
豊
の
両
卦
で
は

「電
」
と
し
て
い
る
。
経
卦
離
を

「
明
」
と

い
う
卦
徳
で
説
明
す
る
の
は
、
離

・
音

・
明
夷

の
三
卦
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
そ
し

て
、
離

・
音

・
明
夷
の
三
卦

で
は
、
象
傳
が
そ
も
そ
も
経
卦
離
を
卦
徳

「
明
」
で
も

っ
て
説
明
し
て
い
る
。
離

・
脅

・
明
夷

の
三

卦
の
大
象
が
経
卦
離
の
卦
象
を
卦
徳

「明
」
に
読
み
替
え

て
い
る
の
は
、
こ
の
三
卦

の
大
象
自
体
が
象
傳

の
解
釈
に
近

い
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
離
卦
象
傳

の

「重
明
以

麗
乎
正
、
乃
化
成
天
下
」
と

い
う
議
論
と
大
象

の

「明
雨
作
、
離
、
大
人
以
繕
明
照
干
四
方
」
と

い
う
議
論
と
は
矛
盾
な
く
繋
が

っ
て
い
よ
う
。
離
卦
大
象
王
注
は
、
大

象
を
象
傳
と

一
体

の
も
の
と
理
解
し
て
う
え
で
、
解
釈
を
施
し
て
い
る
と

い
え
る
の
で
は
な

い
か
。

揆
卦
の
場
合
、
大
象
に
は

「
上
火
下
澤
、
揆
。
君
子
以
同
而
異
」
と
あ
り
、
大
象
王
注
は

「同
於
通
理
、
異
於
職
事
」
と
述
べ
る
。
大
象
王
注
は
大
象
後
半
部

の
文
章

に
即
し
て
解
釈
し
て
い
る
と

い
え
る
。

一
方
、
象
傳
に
は

「揆
、
火
動
而
上
、
澤
動
而
下
。
二
女
同
居
、
其
志
不
同
行
。
説
而
麗
乎
明
、
柔
進
而
上
行
、
得
中
而
鷹
乎
剛
、

是
以
小
事
吉
。
天
地
揆
而
其
事
同
也
、
男
女
揆
而
其
志
通
也
、
萬
物
揆
而
其
事
類
也
。
揆
之
時
用
大
　
哉
」
と
あ
り
、
象
傳
王
注
に
は

「事
皆
相
違
、
害
之
道
也
、
何
由

ヘ
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ヘ

ヘ
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得
小
事
吉
、
以
有
此
三
徳
也
。
揆
離
之
時
、
非
小
人
之
所
能
用
也
」
と
あ
る
。
象
傳
は

「其
事
同
」
「其
事
類
」
と
述
べ
、
「事
」
は
異
な
ら
な

い
と
言
う
。
ま
た
象
傳
王

注
の

「事
皆
相
違
、
害
之
道
也
」
と
述

べ
、
「事
」
が
異
な
る
こ
と
を
否
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
象
王
注

の

「異
於
職
事
」
と

い
う
主
張
に
矛
盾
す
る
よ
う

に
見
え
る
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
膜
卦
大
象
注
は
象
傳
で
の
議
論
と
対
立
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
象
傳
王
注
の

「事
皆
相
違
、
害
之
道
也
」
は
、
「
揆
の
時
」
の

一
般
的
傾
向
を
説
明
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
象
傳
後
半
の

「
天
地
膜
而
其
事
同
也
、
男
女
揆

而
其
志
通
也
、
萬
物
揆
而
其
事
類
也
」
と
言
う
議
論
の
主
旨
は
、
「形
体
面
で
は
異
な
る
も
の
も
共
通
点

・
類
似
点
を
持

つ
」
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
主
旨
は
、
大

象
王
注
の

「
同
於
通
理
、
異
於
職
事
」
と

い
う
議
論
の
主
旨
と
矛
盾
す
る
ど
こ
ろ
か
同
じ
も

の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
大
象

の

「
同
而
異
」
と

い
う
簡
単
な
表
現
か
ら
大

象
王
注
の

「
同
於
通
理
、
異
於
職
事
」
と
言
う
議
論
を
導
き
出
す

に
は
、
や
は
り
飛
躍
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
象
傳
の
議
論
を
王
弼
が
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
る
と
解
す

る
方
が
穏
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
象
傳
の
主
旨

の
実
行
は
、
誰

に
で
も
行
え
る
こ
と
で
は
な

い
。
だ
か
ら
象
傳
は

「
揆
之
時
用
大
　
哉
」
と

い
う
言
葉
で
結
ば
れ
る
。
王
弼
は
こ
の
言
葉
に
注
し

て
小
人
に
は
出
来
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

一
方
、
大
象
注
王
弼
の

「同
於
通
理
、
異
於
職
事
」
と

い
う

の
は
、
「
君
子
」
が
行
う
の
が
大
前
提
で
あ
る
。

つ
ま
り
小

人
に
は
出
来
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
卦

の
大
象
王
注
も
、
や
は
り
象
傳
で
の
議
論
と
深
く
関
連
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

革
卦
の
場
合
、
大
象
に
は

「澤
中
有
火
、
革
。
君
子
以
治
歴
明
時
」
と
あ
り
、
王
弼
は

「
歴
激
時
會
、
存
乎
愛
也
」
と
注
し
て
い
る
。
大
象
注
に
お

い
て
王
弼
は
上
下

大
象
に
対
す
る
王
弼
易
学
の
態
度
に
つ
い
て

皿

(西
川
)

五
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卦
象
に
は
言
及
し
な

い
。
「革
」
を

「
愛
」
と
解
し
て
、
大
象
後
半
を
解
説
し
て
い
る
。
象
傳
は

「
革
、
水
火
相
息
、
二
女
同
居
、
其
志
不
相
得
、
日
革
。
巳
日
乃
孚
、
革

而
信
之
、
文
明
以
説
、
大
亨
以
正
、
革

而
當
、
其
悔
乃
亡
。
天
地
革
而
四
時
成
、
湯
武
革
命
、
順
乎
天
而
慮
乎
人
、
革
之
時
大
夷
哉
」
と
述
べ
る
。
大
象
王
注
と
象
傳
の

議
論
は
無
関
係
の
よ
う
に
見
え
る
。

た
だ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
象
傳

の

「水
火
相
息
、
二
女
同
居
、
其
志
不
相
得
、
日
革
」
と

い
う
表
現
が

「水
火
」
と

「
二
女

(少
女

・
中
女
)」
と
で
卦

義
を
説
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
上
卦
見
の
卦
象
は

「
澤
」
で
あ
ろ
う
が

「水
」
に
通
じ
う
る
。
象
傳
の
こ
の
部
分

の
議
論
は
、
上
下
卦
を

「少
女
」
「中
女
」
と
と
ら
え

て
の
議
論
を
含
む
が
、

一
方
で
は
卦
象

に
よ

っ
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
大
象

の

「澤
中
有
火
、
革
」
と
深
く
関
連
し
う
る
と
言
え
る
。
そ

ヘ

ヘ
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し
て
、
象
傳

の
こ
の
部
分
に
対
し
て
王

弼
は

「凡
不
合
而
後
乃
愛
生
、
愛
之
所
生
、
生
於
不
合
者
也
、
故
取
不
合
之
象
以
爲
革
也
、
息
者
生
愛
之
謂
也
、
火
欲
上
而
澤
欲

ヘ
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下
、
水
火
相
戦
而
後
生
愛
者
也
、
二
女
同
居
而
有
水
火
之
性
、
近
而
不
相
得
也
」
と
注
し
て
い
る
。
王
弼
は
象
傳
の

「
二
女

(少
女

・
中
女
)」
の
概
念
を

「
水
」
と

「
火
」

と
の
関
係
に
読
み
換
え
て
、
革
卦
の
卦
義

「変
」
を
専
ら

「水
火
」
と

い
う
上
下
卦
象

に
よ

っ
て
説
明
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

と
す
れ
ば
、
大
象
注
に
お
い
て
王
弼

が
卦
象
に
言
及
し
な
い
の
は
、
卦
象
を
無
視
す
る
か
ら
で
は
な
い
。
象
傳
で
の
上
下
卦
象

の
議
論
を
前
提
と
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

へ

言
及
す
る
必
要
が
な

い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り

「
澤
中
有
火
、
革
」
11
「水
火
相
息
、
日
革

(
-ー
愛
)
」
と
解
釈
し
た
上
で
、
「歴
激
時
會
、
存
乎
愛
也
」
と
論
じ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
大
象
王
注
の

「璽
」
は
当
然

の
こ
と
と
し
て
象
傳
王
注
の

「愛
」
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
王
弼
は
、
象
傳
で
の
卦
象
の
議
論
の
中
に
大
象
の
卦
象
の

議
論
を
読
み
込
ん
で
卦
義
の

「愛
」
を
論
じ
、
そ
の
上
で
大
象
後
半
部
を
解
釈
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
象
傳
で
の
議
論
が
大
象
王
注
に
深
く
関
与
し
て
い
る
。

た
だ
、
王
弼
が
上
下
卦
象
を
重
視
し
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
王
弼
は
、
象
傳
が
最
初
に
上
下
卦
象
を
挙
げ
て
卦
義
を
説
明
し
よ
う
と

し
て
い
る
態
度
に
従

っ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
と
言
え
よ
う
。

鼎
卦

の
場
合
、
大
象
に
は

「木
上
有

火
、
鼎
。
君
子
以
正
位
凝
命
」
と
あ
り
、
王
弼
は

「
凝
者
嚴
整
之
貌
也
。
鼎
者
、
取
新
成
愛
者
也
。
革
去
故
而
鼎
成
新
。
正
位
者
、

明
尊
卑
之
序
也
。
凝
命
者
、
以
成
敏
命
之
嚴
也
」
と
注
す
る
。
王
弼
は
上
下
卦
象
に
興
味
を
示
さ
な

い
よ
う
で
あ
る
。
革
卦
が
旧
故
を
変
革
す
る
と
き
で
あ

っ
た

の
を
承

　お
り

け
て
、
鼎
卦
は

「新
」
を
完
成
さ
せ
る
時
で
あ
る
、
と

い
う
考
え
が
議
論
の
前
提
で
あ
る
。
こ
の
前
提
か
ら
大
象
後
半
部
を
王
弼
は
解
釈
し
て
い
る
と

い
え
る
。
こ
の
大

象
王
注

の
議
論
の
仕
方
は
、
卦
辞
注
で

の
議
論
と
深
く
関
連
し
て
い
る
。
卦
僻
は

「
鼎
、
元
吉
亨
」
と

の
み
述

べ
、
こ
れ
に
対
し
て
王
弼
は

「
革
去
故
而
鼎
取
新
。
取
新

而
當
其
人
、
易
故
而
法
制
齊
明
。
吉
、
然
後
乃
亨
。
故
先
元
吉
而
後
亨
也
。
鼎
者
、
成
髪
之
卦
也
。
革
饒
憂
　
、
則
制
器
立
法
以
成
之
焉
。
饗
而
元
制
、
齪
可
待
也
。
法

制
感
時
、
然
後
乃
吉
。
賢
愚
有
別
、
尊
卑
有
序
、
然
後
乃
亨
。
故
先
元
吉
而
後
乃
亨
」
と
注
す
る
。
新
し

い
時
代
に
即
応
し
た
法
制
を
確
立
し
賢
愚
の
別
と
尊
卑

の
序
を



厳
密
に
す
る
こ
と
が
、
革
卦
に
始
ま

っ
た
変
革
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
だ
と
す
る
主
張
は
、
大
象
注
の
議
論
を
よ
り
発
展
さ
せ
た
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
王
弼
は
鼎
卦
の
卦

義
を
大
象
後
半
部
の
考
え
に
従

っ
て
解

釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
で
は
象
傳
で
の
議
論
は
無
関
係
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
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象
傳
の

一
節
に

「聖
人
亨
、
以
享
上
帝
、
而
大
亨
以
養
聖
賢
」
と
あ
り
、
王
弼
は

「
亨
者
鼎
之
所
爲
也
。
革
去
故
而
鼎
成
新
、
故
爲
亨
鉦
調
和
之
器
也
。
去
故
取
新
、
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聖
賢
不
可
失
也
。
妊
敦
也
。
天
下
莫
不
用
之
、
而
聖
人
用
之
、
乃
上
以
享
上
帝
、
而
下
以
大
亨
養
聖
賢
也
」
と
注
し
て
い
る
。
象
傳
で
の
王
弼

の
議
論
も

「革
去
故
而
鼎

成
新
」
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
限
り
で
は
、
象
傳
で
の
議
論
も
卦
僻

・
大
象
で
の
議
論
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
卦
辞

・
大
象
が
問
題
に
し

て
い
る
法
令
と
身
分
秩
序
の
完
成
の
議

論
は
、
象
傳
で
は
な
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
象
傳
の
残
り
の
二
節

「
巽
而
耳
目
聰
明
」
「
柔
進
而
上
行
、
得
中
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ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

而
慮
乎
剛
、
是
以
元
亨
」
に
対
す
る
そ

れ
ぞ
れ
の
王
注

「聖
賢
獲
養
、
則
己
不
爲
而
成
　
、
故
巽
而
耳
目
聰
明
也
」
「謂
五
也
、
有
斯
二
徳
、
故
能
成
新
而
獲
大
亨
也
」
と

先

の
象
傳
王
注
を
合
わ
せ
読
む
な
ら
ば

、
王
弼
の
象
傳
で
の
議
論
の
主
旨
は
、
聖
賢
を
養
う
こ
と
が

「成
新
」
の
大
前
提
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
卦
僻
注
に
言
う

「取
新

而
當
其
人

(新
を
取
る
に
際
し
て
は
そ

の
人
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
)」

の

「其
人
」
は

「聖
賢
」
の
こ
と

に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
卦
僻
注
の

「賢
愚
有

別
、
尊
卑
有
序
」
や
大
象
注
の

「
明
尊
卑
之
序
」
と

い
う
議
論
は
、
聖
賢
を
養
う
こ
と
が

「成
新
」
の
大
前
提
で
あ
る
と

い
う
象
傳
で
の
議
論
か
ら
の
自
然
な
展
開
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
象
傳

で
の
議
論
が
、
卦
辞

・
大
象

で
の
議
論
の
出
発
点

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
卦
の
大
象
王
注
も
象
傳
で
の
議
論
を
前
提
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

未
濟
卦
の
場
合
、
大
象
は

「火
在
水

上
、
未
濟
。
君
子
以
愼
辮
物
居
方
」
と
述
べ
、
王
弼
は

「辮
物
居
方
、
令
物
各
當
其
所
也
」
と
注
す
。
大
象
後
半
部
の

「辮
物
居

方
」
と

い
う
君
子
の
行
動
の
結
果
、
「
物
み
な
そ
の
所
に
当
た
る
」
と

い
う
事
態
に
な
る
。
こ
の

「
物
各
當
其
所
也
」
と

い
う
表
現
は
、
象
傳
に

「錐
不
當
位
剛
柔
慮
也
」

と
述
べ
王
弼
が

「
位
不
當
、
故
未
濟
。
剛
柔
慮
、
故
可
濟
」
と
注
し
て
い
る
こ
と
に
関
連
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
。
未
濟

の
時
は
物
み
な
そ
の
所
に
当
た

っ
て
い

な
い
か
ら
、
君
子
は
物
み
な
そ
の
所
に
当
た
る
よ
う
に
さ
せ
る
の
で
あ
る
と
。
し
か
し
、
些
か
無
理
も
あ
る
。
こ
の
卦
に
在

っ
て
は
、
戸
田
氏
が

「訓
詰
義
理
の
説
明
を

加
え
て
い
る
の
み
」
と

い
う
事

に
な
ろ
う
か
。

以
上
九
卦
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
。
未
濟
卦
に
お

い
て
は
大
象
で
の
議
論
と
象
傳
で
の
議
論
が
関
係
し
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
が
、
残
り
の
八
卦
に
お
い
て
は
、
大

象
で
の
議
論
が
象
傳
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
言
え
よ
う
。

大
象
に
対
す
る
王
弼
易
学
の
態
度
に
つ
い
て

皿

(西
川
)

七
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乾

・
師

・
履

・
否

・
豫

・
観

・
嘘

艦

・
解

・
妬

・
升

・
震

・
巽

・
換

・
節

・
小

過

最
後
に
、
「
《キ
》
全
然
注
を
加
え
な

い
も
の
。
十
五
卦
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
王
弼
は
大
象
に
対
し
て

一
字
も
注
を
施
し
て
い
な

い
。
大
象
を
解
釈
す
る
王
弼
の
態

度
を
直
接
に
伺
う
こ
と
は
出
来
な

い
。
大
象
と
象
傳
で
の
議
論
と

の
間
に
関
連
性
が
見
出
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
順
次
に
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

ヘ

ヘ

へ

乾
卦

の
場
合
、
大
象
に
は

「
天
行
健

、
君
子
以
自
強
不
息
」
と
あ
り
、
象
傳
の
冒
頭
に
は

「大
哉
乾
元
、
萬
物
資
始
、
乃
統
天
。
…
…
」
と
あ
る
。
象
傳
王
弼
注
は

「天

ヘ

ヘ

へ

也
者
、
形
之
名
也
。
健
也
者
、
用
形
者

也
。
夫
形
也
者
、
物
之
累
也
。
有
天
之
形
、
而
能
永
保
元
断
、
爲
物
之
首
、
統
之
者
、
山豆
非
至
健
哉
…
…
」
と
論
じ
る
。
象
傳
に

へ

は

「天
」
に
言
及
す
る
の
み
で

「
健
」

に
は
言
及
し
な

い
。
大
象
以
外

に
は
、
乾
卦
文
言
傳
に

「大
哉
乾
乎
。
剛
健
中
正
、
純
梓
精
也
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
「天
」
と

ヘ

ヘ

へ

「健
」
と
を
関
連
づ
け
て
同
時
に
論
じ

る
象
傳
王
弼
注

の
議
論
は
、
文
言
傳

の

「剛
健
中
正
」
と
よ
り
は
大
象

の

「
天
行
健
」
と
深
く
関
係
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

ヘ

ヘ

へ

た
だ
、
郭
京

「周
易
暴
正
』
は
、
卦

辞
に
対
す
る
孔
穎
達

『正
義
」
が

「
天
者
定
艘
之
名
、
乾
者
饅
用
之
稻
」
と
あ
る
の
を
根
拠
に
し
て
、
象
傳
王
注
を

「
天
也
者
、

ヘ

ハ　

ね

形
之
名
也
。
乾
也
者
、
用
形
者
也
」
と

い
う
よ
う
に
、
つ
ま
り

「健
」
を

「
乾
」
に
改
め
る
の
が
正
し
い
と
す
る
。
棲
宇
烈
氏
は
郭
京
の
説
を
支
持
し
、
坤
卦
象
傳

の
注

ヘ

へ

に

「
地
也
者
、
形
之
名
也
。
坤
也
者
、
用
地
者
也
。
夫
雨
雄
必
事
、
二
主
必
危
。
有
地
之
形
、
輿
剛
健
爲
絹
、
而
能
永
保
光
彊
。
用
之
者
、
不
亦
至
順
乎
」
と
あ
る
の
は

乾
卦
象
傳
で
の
議
論
と
同
類
で
あ
る
か
ら
、
坤
卦
象
傳
が

「
地
」
と

「
坤
」
と
を
セ
ッ
ト
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
乾
卦
象
傳
も

「
天
」
と

「乾
」
と
を
セ

ッ
ト
に
す

あ
ね

る
の
が
良
く
、
郭
京
の
よ
う
に
改
め
る

の
が
正
し
い
と
賛
意
を
表
明
し
て
い
る
。

郭
京
の
説
に
対
し
、
徐
芹
庭
氏
は
批

判
を
加
え
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

『周
易
注
疏
校
勘
記
」
に
由
る
限
り
、
「健
」
を

「
乾
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
は
存
在
し
な

い
。

象
傳
王
注
は
後
に
も

「至
健
」
と
あ
る
よ
う
に

「健
」
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い
る
。
郭
京
が
根
拠
に
す
る
孔
穎
達
の
言
葉
は
卦
辞
に
対
す
る
議
論
で
あ

っ
て
議
論

の
対
象

ハけ

　

が
異
な
る
。
象
傳
に
対
す
る
孔
穎
達
の
議
論
は
や
は
り

「健
」
を
問
題
に
し
て
い
る
、
と
。
徐
芹
庭
氏
の
考
え
に
従

っ
て

「
健
」
が
正
し

い
と
す
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
縷
宇
烈
氏
が
指
摘
し
た
点

が
ま
だ
残

っ
て
い
る
。
坤
卦
象
傳
王
注
の
表
現
は
確
か
に
乾
卦
象
傳
王
注
の
表
現
と
対
を
成
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
何
故
に
乾

ヘ

ヘ

ヘ

へ

卦
象
傳
注
で
は

「
天
也
者
、
形
之
名
也

。
健
也
者
、
用
形
者
也
」
と
言

い
、
坤
卦
象
傳
で
は

「地
也
者
、
形
之
名
也
。
坤
也
者
、
用
地
者
也
」
と
言
う

の
で
あ
ろ
う
か
。

徐
芹
庭
氏

の
議
論
は
郭
京
の
説

へ
の
批
判
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
問
題
に
し
て
い
な
い
が
、
や
は
り
気

に
掛
か
る
点
で
あ
る
。
些
細
な
表
現
の
差

に
す
ぎ
な

い
と
割
り
切

っ
て
し
ま
え
ば

そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
だ
が
、
加
賀
栄
二
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
上
に
引
用
し
た
乾
卦
象
傳
注
と
坤
卦
象
傳
注
の

一
対
は
、
王
弼
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の
易
解
釈
の
基
本
的
姿
勢
を
示
す
典
型

で
あ
る
。
王
弼
も
そ
れ
な
り
に
表
現
に
気
を
遣

っ
た
は
ず

で
あ
ろ
う
。

で
は
、
櫻
宇
烈
氏
が
指
摘
す
る
、
乾

卦
象
傳
王
注
の
表
現
と
坤
卦
象
傳
王
注
の
表
現
と

の
間
の
不
統

一
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
不
統

一
と
感
じ
る
の
は
、
象
傳
王
注
の

「
天
」
「
健
」
「地
」
「坤
」

の
語
を

『説
卦
傳
』

の

「乾
、
健
也
。
坤
、
順
也
」
「乾
、
天
也
。
坤
、
地
也
」
と

い
う

説
明
と

の
み
関
連
づ
け
て
考
え
る
か
ら

で
あ
る

(こ
の
点
で
は
郭
京

・
棲
宇
烈

・
徐
芹
庭
の
三
氏
の
態
度
は
同
じ
で
あ
る
と
言
え
る
)。
乾
卦
象
傳
注

の
よ
う
に

「
天
」
と

「健
」
を
セ
ッ
ト
に
す
る
な
ら
坤
卦
で
は

「地
」
と

「順
」
を
セ

ッ
ト
に
す
る
の
が
良
く
、
坤
卦
象
傳
注
の
よ
う
に

「
地
」
と

「
坤
」
を

セ
ッ
ト
に
す
る
な
ら
乾
卦
で
は

「天
」
と

「
乾
」
と
を
セ
ッ
ト
に
す
る
の
が
良

い
は
ず
で
あ
る
。
で
は
何
故
そ
の
よ
う
に
し
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
乾
卦
と
坤
卦

の
大
象
を
見
れ
ば

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
乾

　

ヘ

ヘ

へ

卦
大
象
に
は

「
天
行
健
、
君
子
以
自
強
不
息
」
と
あ
り
、
坤
卦
大
象
に
は

「
地
勢
坤
。
君
子
以
厚
徳
載
物
」
と
あ
る
。
王
弼
は
、
乾

・
坤
両
卦
に
お

い
て
大
象
を
意
識
し

て
い
る
が
ゆ
え
に
、
乾
卦
象
傳
注

で
は

「
天
」
と

「健
」
を
セ
ッ
ト
に
し
、
坤
卦
象
傳
注
で
は

「地
」
と

「坤
」
を
セ

ッ
ト
に
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

加
賀
栄
二
氏
は
上
に
引
用
し
た
乾

・
坤
両
卦
象
傳
王
注
を
解
説
し
て

「
す
な
わ
ち
王
弼
は
易
の
首
卦
が
天

・
地
と
名
づ
け
ら
れ
ず
に
乾

・
坤
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ

け
を
、
天
地
の
形
に
お
い
て
見
ず
、
天
地

の
徳
に
お

い
て
見
よ
う
と
し
、
か

つ
そ

の
徳
を
、
乾

・
坤

の
文
字
そ
の
も

の
か
ら
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
卦

象
で
は
な
く
卦
徳
を
重
ん
じ
る
の
は
王
弼
易
学
の
基
本
的
姿
勢
で
あ
る
。
乾
卦
大
象
は

「
天
の
運
行
は
健
で
あ
り
、
君
子
は
こ
の
健
に
見
習

っ
て
自
強
し
て
息
ま
ず
」
と

言
う
。
天
と

い
う
卦
象
を
挙
げ
て
は
い
る
が
、
結
局
、
卦
徳

「
健
」
を
重
視
し
た
議
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
王
弼
の
基
本
的
姿
勢
と

一
致
す
る
。
ゆ
え
に
王
弼
は
こ
の
大
象

の

「
天
行
健
」
を
踏
ま
え

て
自
ら
の
基
本
的
姿
勢
を
象
傳
注
に
お
い
て
論
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
な
ぜ
大
象
注
に
お

い
て
議
論
し
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
彼
の
基
本
的

姿
勢
を
論
じ
る
と

い
う
重
要
な
項
目
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
王
弼
が
重
ん
じ
る
象
傳
で
議
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
ろ
う

(こ
の
こ
と
は
坤
卦
に
お
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
た

だ
、
坤
卦
大
象
は

「地
勢
坤
。
君
子
以
厚
徳
載
物
」
と
な

っ
て
い
る
た
め
に
象
傳
注
で

「地
」
「坤
」
を
セ
ッ
ト
に
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
地
勢
坤
」

と

い
う
表
現
だ
け
で
は

「
坤
」
が
卦
徳

で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
は
な

い
。
そ
こ
で
、
王
弼
は
こ
の
大
象

の
表
現
に
対
し
て

「
地
形
不
順
、
其
勢
順
」
と
注
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

「坤
」
が
卦
徳
の

「
順
」
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す

る
必
要
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
)。
乾
卦
象
傳
注
に
お
い
て
、
王
弼
は
議
論

の
過
程
で
、
大
象

の

「
天
行
健
」
を
取

り
込
も
う
と
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

師
卦
の
場
合
、
大
象
は

「地
中
有
水

、
師
、
君
子
以
容
民
畜
衆
」
と
述
べ
る
。

一
方
、
象
傳
に
は

「
師
衆
也
、
貞
正
也
、
能
以
衆
正
、
可
以
王
　
、
剛
中
而
磨
、
行
瞼

而
順
、
以
此
毒
天
下
、
而
民
從
之
、
吉

、
又
何
答
突
」
と
あ
る
。
象
傳
王
弼
注
は

「毒
猶
役
也
」
と
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
卦
僻

「
師
、
貞
丈
人
、
吉
光
答
」

に
対
し
て
王
弼
は

「丈
人
、
嚴
荘
之
稠
也
。
爲
師
之
正
、
丈
人
乃
吉
也
。
典
役
動
衆
、
元
功
罪
也
。
故
吉
乃
元
各
也
」
と
注
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
象
傳
を
踏
ま

大
象
に
対
す
る
王
弼
易
学
の
態
度
に
つ
い
て

皿

(西
川
)

九
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え
た
議
論
で
あ
ろ
う
。
嚴
荘
な
る
丈
人
が
師

の
正

(長
)
で
あ

っ
て
こ
そ
、
王
と
な
る
こ
と
が
で
き
、
労
役

・
戦
役
を
起
こ
し
て
民
衆
を
動
員
し
、
天
下
を
使
役
し
て
も

民
は
従
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
と
民
衆
を
受
け
容
れ
養
う
態
度
と

の
間
に
は
、
何

の
矛
盾
も
な
い
。
む
し
ろ
民
衆
を
受
け
容
れ
養
う
態
度
が
な
け
れ
ば
民
衆
は
従
わ
な

い

は
ず
で
あ
る
。
確
か
に
王
弼
は
大
象

に
関
し
て
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
大
象

の

「
民
衆
を
受
け
容
れ
養
う
」
と

い
う
主
張
は
、
象
傳
を
踏
ま
え
た
王
注
の
議
論

に
お
い
て
は
あ
ま
り
に
も
当
然
な
主
張

で
あ
る
。
王
弼
に
と

っ
て
は
、
わ
ざ
わ
ざ
言
及
し
て
い
な
く
と
も
、
象
傳
で
の
議
論
の
中
に
消
化
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

履
卦

の
場
合
、
大
象
は

「上
天
下
澤
、
履
。
君
子
以
辮
上
下
定
民
志
」
と
述
べ
る
。
象
傳
王
注
は
象
傳

の
冒
頭
の
部
分
で
あ
る

「履
柔
履
剛
也
、
説
而
慮
乎
乾
、
是
以

履
虎
尾
不
唖
人
亨
」
と
い
う
表
現
に
専

ら
注
意
を
払

っ
て
お
り
、
そ
の
議
論
は
卦
主
で
あ

る
六
三
の
こ
と
に
集
中
す
る
。
こ
れ
は
、
大
象
後
半
部
の
主
張
と
全
く
関
係
し

な

い
と
言
え
る
。
た
だ
、
象
傳
後
半
部

に

「剛
中
正
、
履
帝
位
而
不
疾
、
光
明
也
」
と
あ
り
、
王
弼
は

「
言
五
之
徳
」
と
注
し

て
い
る
。
剛
健
中
正
に
し
て
帝
位
を
履
み

沓
が
な
い
と

い
う
存
在
と
大
象
の

「
君
子
が
上
下
を
辮
じ
て
民
志
を
定
む
」
と
い
う
主
張
と
の
間
に
矛
盾
は
生
じ
な

い
。
大
象
後
半
部
の
主
張
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
部

分

の
象
傳
の
議
論
か
ら
は
無
理
な
く
繋
が

っ
て
い
る
と
は
言
え
よ
う
。

否
卦

の
場
合
、
王
弼
は
象
傳
や
卦
辞

に
対
し
て
も
注
を
ま

っ
た
く
施
し
て
い
な

い
。
王
弼
の
大
象

に
対
す
る
態
度
な
ど
論
じ
る
す
べ
は
な
い
。
た
だ
、
次
の
点
だ
け
は

確
認
し
て
お
き
た
い
。
大
象
に
は

「
天
地
不
交
、
否
。
君
子
以
倹
徳
辟
難
、
不
可
榮
以
禄
」
と
あ
り
、
象
傳
に
は

「否
之
匪
人
、
不
利
君
子
貞
、
大
往
小
來
、
則
是
天
地

不
交
而
萬
物
不
通
也
。
上
下
不
交
而
天
下
元
邦
也
。
内
陰
而
外
陽
、
内
柔
而
外
剛
、
内
小
人
而
外
君
子
、
小
人
道
長
、
君
子
道
消
也
」
と
あ
る
。
象
傳
の

「
大
往
小
來
、

則
是
天
地
不
交
而
萬
物
不
通
也
」
は
大
象

の

「
天
地
不
交
、
否
」
を
見
事
に
説
明
し
う
る
。
ま
た
象
傳
の

「
不
利
君
子
貞
」
「小
人
道
長
、
君
子
道
消
」
と

い
う

の
は
大
象

後
半

の

「君
子
以
倹
徳
辟
難
、
不
可
榮

以
禄
」
を
見
事
に
説
明
し
う
る
。

つ
ま
り
こ
の
卦

に
お

い
て
は
、
象
傳
の
議
論
の
中
に
大
象

の
議
論
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
も

言
え
る
の
で
あ
る
。

豫
卦
の
場
合
も
、
王
弼
は
卦
辞

・
象
傳

・
大
象

の
ど
れ
に
対
し
て
も

一
切
注
を
施
し
て
い
な

い
。
大
象
は

「
雷
出
地
奮
、
豫
。
先
王
以
作
樂
崇
徳
、
股
薦
之
上
帝
、
以

配
祖
考
」
と
述
べ
、
象
傳
は

「豫
、
剛

慮
而
志
行
、
順
以
動
、
豫
。
豫
、
順
以
動
、
故
天
地
如
之
而
況
建
侯
行
師
乎
。
天
地
以
順
動
、
故
日
月
不
過
而
四
時
不
武
、
聖
人

以
順
動
、
則
刑
罰
清
而
民
服
豫
之
時
義

大
　
哉
」
と
述
べ
る
。
否
卦

の
場
合
と
は
異
な
り
、
大
象
の
議
論
と
象
傳
の
議
論
が
直
接
的
に
は
繋
が
ら
な

い
。
た
だ
、
明
ら
か

に
矛
盾
す
る
と

い
う
わ
け
で
も
な
か
ろ
う
。

観
卦
の
場
合
、
大
象
は

「風
行
地
上
、
観
。
先
王
以
省
方
観
民
設
敏
」
と
述
べ
る
。
王
弼
は
卦
辞

「観
、
盟
而
不
薦
、
有
孚
顯
」
に
対
し
て

「王
道
之
可
観
者
、
莫
盛

乎
宗
廟
。
宗
廟
之
可
観
者
、
莫
盛
於
盟

也
。
至
薦
、
簡
略
不
足
復
観
。
故
観
盟
而
不
観
薦
也
。
孔
子
日
、
締
自
既
灌
而
往
者
、
吾
不
欲
観
之
　
。
鑑
夫
観
盛
、
則
下
観
而



化
　
。
故
観
至
盟
、
則
有
孚
顯
若
也
」
と
注
し
、
象
傳

「大
観
在
上
。
順
而
巽
、
中
正
以
観
天
下
。
観
盟
而
不
薦
、
有
孚
頷
若
、
下
観
而
化
也
。
観
天
之
神
道
、
而
四
時

不
武
。
聖
人
以
神
道
設
敏
、
而
天
下
服
　
」
に
対
し
て

「下
賎
而
上
貴
也
。
統
説
観
之
爲
道
、
不
以
刑
制
使
物
、
而
以
観
感
化
物
者
也
。
神
則
元
形
者
也
。
不
見
天
之
使

四
時
、
而
四
時
不
武
、
不
見
聖
人
使
百
姓
、
而
百
姓
自
服
也
」
と
注
す
る
。
象
傳
王
注
は
専
ら
象
傳
の

「大
観
在
上
」
と

「観
天
之
神
道
、
而
四
時
不
武
。
聖
人
以
神
道

設
敏
、
而
天
下
服
　
」
を
解
説
し
て
お
り
、
象
傳

「観
盟
而
不
薦
、
有
孚
顯
若
、
下
観
而
化
也
」
に
関
し
て
は
、
王
弼
は
卦
辞
注
で
議
論
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
象
傳

・

卦
僻
で
の
議
論
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
民
を
化
す
る
に
は
刑
罰
法
令
を
用

い
る
の
で
は
な
く
、
民
が
信
じ
威
厳
を
感
じ
る
よ
う
な
こ
と
を

「観

(民
に

示
し
民
が
見
る
)」
と
い
う
よ
う
に
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
感
化
す
る
の
が
、
観
卦
に
お
い
て
は
正
し

い
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
季
節

の
巡
り
が
天
に
違
う
こ
と
が
な
い
の

と
同
じ
よ
う
な
自
然
な
や
り
方

で

「教

え
を
設
け
る
」
こ
と
が
で
き
、
天
下
の
民
は
自
ず
か
ら
服
従
す
る
。
こ
の
議
論
は
大
象
後
半
部
の

「
先
王
以
省
方
観
民
設
敏
」
と

ヘ

ヘ

ヘ
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そ
の
ま
ま
繋
が

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
大
象
の

「
観
民
設
敏
」
と
象
傳

の

「
聖
人
以
神
道
設
敏
、
而
天
下
服
　
」
と
は
、
民
の
服
従
を
目
指
し
た

「設
敏
」

を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
大
象
後
半
部
の
主
張
は
象
傳

で
の
議
論
と

一
体
化
し
う
る
の
で
あ
る
。

た
だ
細
か
な
点
に
注
目
す
る
と
、
象
傳

・
卦
辞
と
そ
の
王
弼
注
に
お
け
る

「観
」
は
、
為
政
者
が
民
に
示
し
、
民
に
見
せ
、
民
に
見
ら
れ
、
民
が
見
る
、
と

い
う
意
味

が
主
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も

「民
を
観

(み
)
る
」
と

い
う
意
味
で
は
使

っ
て
い
な

い
と
言
え
る
。

一
方
、
大
象
の

「観
民
設
敏
」
は

「
民
に
観

(し
め
)
し
て
敏
え

へ

を
設
く
」
と
読
め
な
く
は
な
い
が
、
「民

の
様
子
を
観

(み
)
て
敏
え
を
設
け
る
」
と
解
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
大
象
の

「民
を
槻
る
」
と

い
う
考
え
は
象

傳
に
関
す
る
議
論
で
は
直
接
的
に
は
何
ら
議
論
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
な
る
。

し
か
し
、
九
五
交
僻
注
を
参
考
に
す

る
と
状
況
は
変
化
す
る
。
交

の
レ
ベ
ル
の
議
論
を
卦
の
レ
ベ
ル
の
議
論
に
安
易
に
結
び

つ
け
て
は
な
ら
な

い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
で
あ
る
。
だ
が
、
象
傳

の

「中
正
以
観
天
下
」
と

い
う
の
は
九
五
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
象
傳
で
の
議
論
で
民
を
感
化
す
る
た
め
に
教
え
を
設
け
る
為
政
者
を
象
徴

す
る
存
在
が
こ
の
九
五
で
あ
る
。

ヘ

ヘ
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九
五
交
辞

「観
我
生
、
君
子
元
答
」

に
対
し
て
王
弼
は

「居
於
尊
位
、
爲
観
之
主
、
宣
弘
大
化
、
光
干
四
表
、
観
之
極
者
也
。
上
之
化
下
、
猶
風
之
靡
草
、
故
観
民
之

へ俗
、
以
察
己
道
。
百
姓
有
罪
、
在
予

一
人
、
君
子
風
著
、
己
乃
元
答
。
上
爲
化
主
、
將
欲
自
観
、
乃
観
民
也
」
と
注
す
る
。
こ
の
注
は
勿
論
、
九
五
小
象

「観
我
生
、
観

民
也
」
を
踏
ま
え
た
議
論
で
あ
る
。
し

か
し
、
交
僻
と
小
象
か
ら
は

「上
が
下
を
感
化
す
る
」
と
言
う
交
辞
注
の
議
論
は
直
接
的
に
出
て
く
る
は
ず
が
な

い
。
九
五
が
槻

卦
の
主
で
あ
り
、
民
に
対
す
る
感
化
を
進
め
る
主
体
で
あ
る
、
と
言
う
交
僻
注

の
議
論
は
、
象
傳
で
の
議
論
を
前
提
に
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
上
之

ヘ

ヘ
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化
下
…
…
故
観
民
之
俗
」
と

い
う
交
辞
注

の
議
論
は
、
直
接
的
に
は
九
五
小
象
の

「
民
を
観
る
」
を
用

い
た
議
論
で
あ
る
に
し
て
も
、
大
象
の

「
民
を
観
る
」
と

い
う
考

大
象
に
対
す
る
王
弼
易
学
の
態
度
に
つ
い
て

皿
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え
に
矛
盾
無
く
繋
が

っ
て
い
る
。

以
上

の
諸
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ

の
卦
に
お
い
て
も
、
象
傳
レ
ベ
ル
の
議
論
と
大
象
後
半
部
の
主
張
と
は
無
理
な
く
繋
が

っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

曝
噴
卦
の
場
合
、
大
象
は

「
雷
電

、
曝
噛
。
先
王
以
明
罰
敷
法
」
と
述
べ
る
。

一
方
、
卦
辞
に
は

「
嘘
喧
、
亨
、
利
用
獄
」
と
あ
り
、
象
傳
は

「
噸
中
有
物
日
嘩
嗜
。

嘘
嗜
而
亨
。
剛
柔
分
動
而
明
、
雷
電
合

而
章
。
柔
得
中
而
上
行
、
難
不
當
位
、
利
用
獄
也
」
と
卦
辞
を
説
明
す
る
。
そ
も
そ
も
象
傳
が
上
下
卦
徳
と
と
も
に
上
下
卦
象

「雷

電
」
を
用
い
て
卦
義
を
解
こ
う
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
卦
僻
と
象
傳
の

「獄
を
用
う
る
に
利
あ
り
」
と
言
う
議
論
は
、
大
象
後
半
部
の

「罰
を
明
ら
か
に
し
て
法
を
救

(整

理
し
正
す
)
す
る
」
と
い
う
主
張
と
無

理
な
く
繋
が
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
卦
に
お
い
て
は
、
大
象
自
体
が
象
傳
と

一
体
化
し
て
し
ま

っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

ヘ

へ

王
弼
は
象
傳

「剛
柔
分
動
而
明
、
雷

電
合
而
章
」
に
対
し
て

「剛
柔
分
動
、
不
潤
乃
明
、
雷
電
拉
合
、
不
乱
乃
章
、
皆
利
用
獄
之
義
」
と
注
し
て
い
る
。
ま
ず
、
王
弼

は
大
象
と
同
じ
上
下
卦
象
を
用
い
て
議

論
し
て
お
り
、
こ
れ
が
象
傳
の
考
え
に
従

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
議
論
で
王
弼
注
が
謂
わ
ん

と
す
る
の
は
、
「潤
乱
し
な

い
か
ら
こ
そ
明
章

で
あ
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が

『獄
を
用
う
る
に
利
あ
り
』

の
意
味
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り

「
獄
を
用

ヘ
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い
る
際
に
は
混
乱
せ
ず
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
象
後
半
部
の

「罰
を
明
ら
か
に
し
て
法
を
救

(整
理
し
正
す
)
す
る
」

と

い
う
主
張
と
関
わ

っ
て
い
よ
う
。
た

だ
、
象
傳
と
象
傳
注
で
の
議
論
で
は

「刑
罰

・
法
令
」
の
語
は
現
れ
な

い
。
だ
が
、
卦
辞
注
に
お

い
て
王
弼
は
次

の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
「唾
醤
也
。
嗜
合
也
。
凡
物

之
不
親
、
由
有
間
也
。
物
之
不
齊
、
由
有
過
也
。
有
間
與
過
、
醤
而
合
之
、
所
以
通
也
。
刑
克
以
通
、
獄
之
利
也
」
。
「
間
を
隔
て
て

い
る
も

の
に
対
し
て
噛
み
合
わ
せ
る
と

い
う
行
為
に
よ

っ
て
通
じ
る
」
と

い
う
こ
の
卦
辞
注
の
議
論
は
、
象
傳

の
前
半
部
と
そ
れ
に
対
す
る
王
注

「噸
中
有
物
、
醤
而
合

之
、
唾
喧
之
義
也
。
有
物
有
間
、
不
解

不
合
、
元
由
亨
也
」
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
象
傳
で
の
議
論
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
卦
辞
王
注

の

「
刑
克
以
通
、

獄
之
利
也

(刑
罰
で
も

っ
て
通
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
獄
の
利
で
あ
る
)
」
と

い
う
王
張
は
、
獄
に
お
け
る
刑
罰
の
重
要
性
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
象

の

「罰

・

法
」
と
直
接
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま

り
、
卦
僻
注
に
於

い
て
で
は
あ
る
が
、
王
弼
は
象
傳
レ
ベ
ル
の
議
論
の
中
で
、
大
象
を
巧
み
に
取
り
込
ん
で
い
る
と
言
え
る
の
で

は
な

い
か
。

解
卦

の
場
合
、
大
象
は

「雷
雨
作
、
解
。
君
子
以
赦
過
宥
罪
」
と
述
べ
る
。

一
方
、
象
傳
に
は

「解
、
瞼
以
動
、
動
而
免
乎
瞼
、
解
。
解
、
利
西
南
、
往
得
衆
也
。
其

來
復
吉
、
乃
得
中
也
。
有
故
往
夙
吉
、
往
有
功
也
。
天
地
解
而
雷
雨
作
、
雷
雨
作
而
百
果
草
木
皆
甲
堺
。
解
之
時
大
　
哉
」
と
あ
り
、
王
弼
は

「
動
乎
瞼
外
、
故
謂
之
免
、

免
瞼
則
解
、
故
謂
之
解
。
天
地
否
結
、

則
雷
雨
不
作
、
交
通
感
散
、
雷
雨
乃
作
也
。
雷
雨
之
作
、
則
瞼
厄
者
亨
、
否
結
者
散
故
百
果
草
木
皆
甲
堺
也
…
…
」
と
注
す
る
。

象
傳
も
象
傳
王
注
も
最
初
に
上
下
卦
徳

に
よ

っ
て
卦
義
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
上
下
卦
象

「
雷
雨
作
」
に
よ

っ
て
卦
義
を
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
象
前
半
の

「雷



雨
作
、
解
」
と
ま

っ
た
く
同
じ
態
度
と

言
え
よ
う
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
結
果
と
し
て
、
象
傳
で
の
議
論
に
お
い
て
王
弼
は
大
象
を
象
傳
と

一
連

の
も
の
と
し
て
議
論

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
両
者
が
無
理
な
く
繋
が

っ
て
い
る
と
は
言
え
る
。
た
だ
、
大
象
後
半
部

の

「君
子
以
赦
過
宥
罪
」
と

い
う
主
張
は
、

と
の

象
傳
で
の
議
論
に
直
接
的
に
は
見
え
な

い
。
し
か
し
、
象
傳
王
注
に

「
雷
雨
之
作
、
則
瞼
厄
者
亨
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
下
卦
象
を
根
拠
と
し
て

「瞼
厄
」
が

コ
學
る

(同
じ
く
象
傳
注
に

「免
瞼
則
解
、
故

謂
之
解
」
と
あ
る
か
ら
、
瞼
厄
が
解
消
し
て
こ
れ
か
ら
免
れ
る
の
が
亨
る
こ
と

で
あ
ろ
う
)
」
と
主
張
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
主

張
は
、
大
象
が
上
下
卦
象
を
根
拠
に
し

て

「過
を
赦
し
罪
を
宥
す
」
と
主
張
す
る
の
と
同
じ
発
想
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
確
か
に
象
傳
で
の
議
論
で
は

「罪
過
」
を
直
接
に

論
じ
て
は
い
な
い
が
、
象
傳
で
の
議
論

は

「過
を
赦
し
罪
を
宥
す
」
と
い
う
主
張
と
無
理
な
く
繋
が
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
卦
に
お
い
て
も
、
象
傳
で
の
議
論
で
大
象
を

取
り
込
も
う
と
し
て
い
る
王
弼
の
姿
勢

が
見
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

娠
卦
の
場
合
、
大
象
は

「
天
下
有
風

、
垢
。
后
以
施
命
詰
四
方
」
と
述
べ
る
。
象
傳
に
は

「蛎
遇
也
。
柔
遇
剛
也
。
勿
用
取
女
、
不
可
輿
長
也
。
天
地
相
遇
、
品
物
成

章
也
。
剛
遇
中
正
、
天
下
大
行
也
。
妬

之
時
義
大
突
哉
」
と
あ
り
、
王
弼
は

「
施
之
於
人
、
即
女
遇
男
也
。

一
女
而
遇
五
男
、
爲
肚
至
甚
、
故
不
可
取
也
…
…
」
と
注
す

る
。
象
傳
と
象
傳
注
は
交
の
関
係
に
よ
り
卦
義
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
た
だ
、
象
傳

「剛
遇
中
正
、
天
下
大
行
也
」
に
対
し
て
王
弼
は

「化
乃
大
行
也
」

と
注
す
る
。
王
弼
の
判
断

で
は

「
天
下
に
教
化

・
感
化
が
行
わ
れ
る
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
大
象
の
主
張
は

「天
下
に
風
が
行
き
渡
る
よ
う
に
、

命
令
を
四
方
に
行
き
渡
ら
せ
る
」
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
命
令
を
四
方
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
は
、
天
下
に
教
化

・
感
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に

『論
語
」
顔
淵
篇
の

「霜
子
之

徳
風
也
、
小
人
之
徳
草
也
、
草
上
之
風
必
催
」
と

い
う
周
知
の

一
節
が
あ
る
。
「風
」
か
ら
教
化

・
感
化
を
連
想
す
る
の
は
ご
く
自

然
で
も
あ
る
。
「化
乃
大
行
也
」
と
い
う

王
弼
の
言
葉

の
中
に
、
大
象

の
主
張
を
取
り
込
も
う
、
あ
る
い
は
関
連
づ
け
よ
う
と
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い

か
。
た
だ
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
王
弼
が
大
象
を
利
用
し
た
と
し
て
も
、
大
象
の
上
下
卦
象
を
そ
の
ま
ま
受
け
容
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
「
天

の
下
に
風
が
吹
く
」
と

い
う
卦
象
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「世

の
申
に

(天
下
)
教
化

・
感
化
が
大

い
に
行
わ
れ
る
」
と

い
う
、
読
み
替
え
た
結
果
に
関
心

を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヘ

ヘ

へ

升
卦
の
場
合
、
大
象
は

「
地
中
生
木

、
升
。
君
子
以
順
徳
積
小
以
高
大
」
と
述
べ
る
。
象
傳
に
は

「柔
以
時
升
。
巽
而
順
、
剛
中
而
慮
、
是
以
大
亨
。
用
見
大
人
、
勿

ヘ

ヘ

へ

仙
、
有
慶
也
、
南
征
吉
、
志
行
也
。
」
と
あ
り
、
王
弼
は
こ
れ
に
対
し
て

「柔
以
其
時
、
乃
得
升
也
。
純
柔
則
不
能
自
升
、
剛
充
則
物
不
從
。
既
以
時
升
、
又
巽
而
順
、
剛

ヘ

ヘ

ヘ

へ

中
而
磨
、
以
此
而
升
、
故
得
大
亨
。
巽
順
以
升
、
至
干
大
明
、
志
行
之
謂
也
」
と
注
す
る
。
王
弼
の
象
傳
で
の
議
論
で
は

「巽
」
は

「
し
た
が
う
」
の
意
味

に
ほ
ぼ
近

い

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
王
弼
は

「順
」
を
升
卦
の
卦
義
を
論
じ
る
際
の
重
要
な
要
素
と
考
え
て
い
る
。
大
象

の

「順
徳
」
は

「
順
の
徳
」
と
読
む
に
し
ろ

「徳
を
順
に
す

大
象
に
対
す
る
王
弼
易
学
の
態
度
に
つ
い
て

m

(西
川
)
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一
四

る
」
と
読
む
に
し
ろ
、
「
順
」
が
重
要
な
要
素
と
な
る
。
象
傳
で
の
王
弼
の
議
論
は
大
象
後
半
部
の
主
張
と
無
理
な
く
繋
が

っ
て
い
る

(陸
徳
明

『経
典
繹
文
』
は

一
本
に

「順
徳
」

の

「順
」
を

「愼
」
に
作
る
と
す
る
。
王
弼
が
も
し

「愼
」
が
正
し
い
と
し
て
い
た
の
な
ら
、
こ
の
議
論
は
成
り
立
た
な

い
。
)
。

ヘ

ヘ

へ

震
卦
の
場
合
、
大
象
は

「游
雷
、
震
。
君
子
以
恐
慨
脩
省
」
と
述
べ
る
。
象
傳
に
は

「震
亨
。
震
來
號
號
、
恐
致
福
也
。
笑
言
唖
唖
、
後
有
則
也
。
震
驚
百
里
、
驚
遠

へ

　

而
催
遡
也
…
…
」
と
あ
り
、
王
弼
は

「威
震
驚
乎
百
里
、
則
惰
者
催
於
近
　
」
と
注
す
。
さ
ら
に
王
弼
は
こ
の
象
傳
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
卦
僻

「
震
來
號
號
笑
言
唖

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

唖
」
に
対
し
て

「
震
之
爲
義
、
威
至
而
後
乃
催
也
。
故
日
震
來
號
號
、
恐
催
之
貌
也
、
震
者
驚
骸
怠
惰
、
以
粛
僻
慢
者
也
。
故
震
來
號
號
、
恐
致
福
也
。
笑
言
唖
唖
、
後

有
則
也
」
と
注
す
る
。
象
傳
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
王
弼
の
議
論
に
は
、
恐
擢
に
よ

っ
て
福
が
も
た
ら
さ
れ
る
と

い
う
考
え
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
考
え
か
ら
は
大

象

の

「君
子
以
恐
慨
脩
省
」
と

い
う
主
張
は
無
理
な
く
展
開
し
う
る
。

つ
ま
り
、
象
傳
で
の
王
弼
の
議
論
と
大
象
後
半
部
の
主
張
と
は
ご
く
自
然
に
繋
が

っ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

巽
卦
の
場
合
、
大
象
は

「随
風
、
巽
。
君
子
以
申
命
行
事
」
と
の
べ
る
。
王
弼
は
、
象
傳

「重
巽
以
申
命
」
に
対
し
て

「命
乃
行
也
、
未
有
不
巽
而
命
行
也
」
と
注
し
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
卦
辞

「巽
小
亨
」

に
対
し
て

「全
以
巽
爲
徳
、
是
以
小
亨
也
。
上
下
皆
巽
、
不
違
其
令
、
命
乃
行
也
。
故
申
命
行
事
之
時
、
上
下
不
可
以
不
巽
也
」

と
注
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
大
象

の

「申
命
行
事
」

の
主
張
が
象
傳
の
議
論

「重
巽
以
申
命
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
。
王
弼
の
卦
辞
注
で
の
議
論

「申
命
行
事

之
時
、
上
下
不
可
以
不
巽
也
」
は
大
象
を
主
な
根
拠
と
し
て
い
る
と
断
ず
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な

い
。
し
か
し
、
象
傳
を
踏
ま
え
た
議
論
の
中
に
大
象
後
半
部

の
主
張

を
巧
み
に
読
み
込
ん
だ
も
の
と
判
断
す

る
の
が
穏
当
な
解
釈
で
は
な
か
ろ
う
か
。

湊
卦
の
場
合
、
大
象
は

「風
行
水
上
、
漢
。
先
王
以
享
干
帝
、
立
廟
」
と
述
べ
る
。
卦
僻
に
は

「換
亨
。
王
假
有
廟
、
利
渉
大
川
、
利
貞
」
と
あ
り
、
象
傳
に
は

「換

亨
、
剛
來
而
不
窮
、
柔
得
位
乎
外
而
上
同
。
王
假
有
廟
、
王
乃
在
中
也

」
と
あ

っ
て
、
王
弼
は
象
傳

「
王
假
有
廟
、
王
乃
在
中
也
」
に
対
し
て

「王
乃
在
乎
換

然
之
中
、
故
至
有
廟
也
」
と
注
し
て

い
る
。
大
象
後
半
部
の
主
張
と
象
傳

で
の
議
論
と
の
間
に
は
、
顕
著
な
親
和
性
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
無
理

な
く
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
。

節
卦
の
場
合
、
大
象
は

「澤
上
有
水
、
節
。
君
子
以
制
激
度
、
議
徳
行
」
と
述
べ
る
。
象
傳
に
は

「節
亨
、
剛
柔
分
而
剛
得
中
。
苦
節
不
可
貞
、
其
道
窮
也
。
説
以
行

ヘ

ヘ

ヘ

へ

瞼
、
當
位
以
節
、
中
正
以
通
。
天
地
節

而
四
時
成
、
節
以
制
度
、
不
傷
財
、
不
害
民
」
と
あ
り
、
王
弼
は
象
傳
冒
頭
の

一
文
に
対
し
て

「炊
陽
而
見
陰
也
、
陽
上
而
陰
下
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

剛
柔
分
也
。
剛
柔
分
而
不
乱
、
剛
得
中
而
爲
制
、
主
節
之
義
也
。
節
之
大
者
、
莫
若
剛
柔
分
、
男
女
別
也
」
と
注
す
る
。
大
象
の

「制
敷
度
」
は
象
傳

の

「節
以
制
度
」

と
深
く
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。
象
傳
で
の
議
論
か
ら
大
象
後
半
部

の
主
張

に
無
理
な
く
繋
が
る
は
ず
で
あ
る
。



小
過
卦
の
場
合
、
大
象
は

「山
上
有

雷
、
小
過
。
君
子
以
行
過
乎
恭
、
喪
過
乎
哀
、
用
過
乎
倹
」
と
述
べ
る
。
象
傳
に
は

「小
過
、
小
者
過
而
亨
也
。
過
以
利
貞
、
與

時
行
也
。
柔
得
中
、
是
以
小
事
吉
也
、
剛
失
位
而
不
中
、
是
以
不
可
大
事
也
。
有
飛
鳥
之
象
焉
。
飛
鳥
遺
之
音
、
不
宜
上
、
宜
下
、
大
吉
、
上
逆
而
下
順
也
」
と
あ
る
。

ヘ

へ

大
象
後
半
部
の
主
張
と
象
傳

の
議
論
は
直
接
的
に
は
関
係
し
な
い
。
た
だ
、
王
弼
は
象
傳

「
過
以
利
貞
、
與
時
行
也
」
に
対
し
て

「遇
而
得
以
利
貞
、
感
時
宜
也
、
施
過

ヘ

ヘ

へ

於
恭
倫
、
利
貞
者
也
」
と
注
す
る
。
「過
を
恭
倹
に
施
す
」
と

い
う
王
弼
の
象
傳
で
の
議
論
は
大
象
後
半
の

「行

い
は
恭

に
過
ぎ
…
…
用
は
倹
に
過
ぐ
」
と

い
う
主
張
を
巧

み
に
取
り
込
ん
だ
も
の
と

い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
十
五
卦
の
卦
に
お
い
て
は
大

象
に
王
弼
が
注
を
施
し
て
い
な
い
の
で
、
大
象
に
対
す
る
彼

の
直
接
的
な
判
断
を
窺
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
多
く
の
卦
に
お
い
て
、
大
象
の
主
張
が
象
傳

の
議
論
と
繋
が

っ
て
い
た
り
、
あ
る

い
は
象
傳
注
や
卦
醇
注
な
ど
に
お
け
る
王
弼

の
議
論
の
中
に
、
大
象

の
主
張
を
巧
み

に
読
み
込
も
う
と
す
る
王
弼
の
姿
勢
が
窺
え
た
り
す
る
、
と
言
え
よ
う
。

十

二

小
結

第
十
章
に
お
い
て
検
討
し
た
九
卦

の
内
の
大
半
の
卦

に
お

い
て
、
大
象
に
お
け
る
王
弼
の
議
論
が
象
傳
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
い
る
様
子
を
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、

十

一
章
に
お
い
て
大
象
注
が
存
在
し
な

い
十
五
卦
に
お

い
て
も
、
大
半

の
卦
に
あ

っ
て
、
大
象
の
主
張
が
象
傳

で
の
議
論
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
え
た
。

十

三

結
語

六
十
四
卦

の
全
て
に
つ
い
て
分
析
を
終
え
た
。
そ
の
過
程
で
見
え
て
き
た
王
弼
の
大
象

に
対
す
る
態
度
の
特
徴
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

大
象

の
構
造
は
、
前
半
部

つ
ま
り
上
下
卦
象
に
よ

っ
て
卦
名
を
導
き
出
し
て
い
る
部
分
と
後
半
部

つ
ま
り
君
子
や
上
位
者
の
あ
る
べ
き
姿
を
論
じ
た
部
分
と
か
ら
で
き

て
い
る
。
王
弼
は
後
半
部
を
よ
り
重
視

し
て
お
り
、
前
半
部
を
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な

い
と
言
え
る
。
こ
れ
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
王
弼
の
卦
象
軽
視
の
態
度
と

し
て
確
認
し
う
る
。

大
象
に
対
す
る
王
弼
易
学
の
態
度
に
つ
い
て

m

(西
川
)

一
五



龍
谷
紀
要

第
三
三
巻

(二
〇
一
一
)
第

一
号

一
六

た
だ
、
王
弼
は
上
下
卦
の
関
係
を
無

視
し
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
大
象
が
上
下
卦

の
関
係
を
卦
象
に
よ

っ
て
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
王
弼
が
大
象

の
上

下
卦
象

の
関
係
を
上
下
卦
徳
の
関
係

・
陰
卦
陽
卦

の
関
係
あ
る
い
は
陰
陽
消
長
の
関
係
な
ど
に
読
み
替
え
て
し
ま

っ
て
い
る
卦
が
、
そ
れ
な
り
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
の
読
み
替
え
は
、
王
弼
独
自

の
判
断
で
は
な
く
、
象
傳

の
主
張
を
用

い
た
に
過
ぎ
な

い
。
ま
た
、
王
弼
が
上
下
卦
象
を
用
い
て
議
論
し
て
い
る
例
も
存
在
す
る
。

し
か
し
そ
の
場
合
も
、
象
傳
が
上
下
卦
象
を
用

い
て
い
る
の
に
従

っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
議
論
が
象
傳
で
の
議
論
と
深
く
関
係
し
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
、

と
言
え
る
ケ
ー
ス
が
大
半
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
王
弼
は
象
傳
の
立
場
か
ら
大
象
前
半
部
を
見

つ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
象
傳
は
卦
象
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
が
基
本
的
に

卦
徳
を
重
視
す
る
。
と
す
れ
ば
、
卦
象
軽
視
と

い
う
王
弼
の
大
象
に
対
す
る
態
度
は
、
王
弼
が
象
傳
の
立
場
か
ら
大
象
を
見
て
い
る
か
ら
だ
と
も
言
い
う
る
。

王
弼
が
よ
り
重
視
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
大
象
後
半
部
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
議
論

の
内
容
が
象
傳
の
議
論
の
内
容
と
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
場
合
が
多

い
。
し

か
し
、
多
く
の
卦
に
お
い
て
、
大
象
の
議
論
を
象
傳
の
議
論
に
関
連
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
象
傳

の
議
論

へ
取
り
込
も
う
と
し
て
い
る
王
弼

の
努
力
の
跡

が
見
え
る
。
こ
の
事
実
も
や
は
り
王
弼

が
象
傳
の
立
場
か
ら
大
象
後
半
部
を
見

つ
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
、
王
弼
が
大
象
に
注
を
施
し

て
い
な

い
卦
が
十
五
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
も
、
象
傳
注

・
卦
辞
注
に
お

い
て
大
象
と
関
連
づ
け
よ
う
と
努
力
し

て
い
る
王
弼
の
姿
が
う
か
が
え
る
と
言

え
る
。
大
象
に
注
を
施
し
て
い
な

い
卦
が
十
五
も
存
在
す
る
こ
と
が
即
座
に
王
弼
の
大
象
に
対
す
る
無
視
や
軽
視
の
態
度
を
示
す

も

の
で
は
な

い
。

「象
傳
の
立
場
か
ら
大
象
を
読
む
」

こ
れ
が
大
象
に
対
す
る
王
弼
の
基
本
的
な
態
度
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

注
(1
)

拙
稿

「大
象
に
対
す
る
王
弼
易
学
の
態
度
に
つ
い
て

ー
」
二
〇
一
〇
年
九
月

(「龍
谷
紀
要
」
第
三
十
二
巻
第
一
号
)
三
十
九
頁

(2
V

戸
田
豊
三
郎

『易
経
注
釈
史
綱
」
風
間
書
房

昭
和
四
十
三
年

三
三
〇
頁

(3
)

注

(2
)
所
引
雷
三
三
〇
頁

(4
V

「乃
」
は

「巧
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。

(5
V

注

(2
V
所
引
害
三
三
〇
頁

(6
)

注

(2
)
所
引
轡
三
三
一
頁

(7
)

光
妄
大
象
に

「天
下
當
行
、
物
與
元
妄
。
先
王
以
茂
射
時
育
萬
物
」
と
あ
る
。
「茂
を
以
て
時
に
封
し
萬
物
を
育
つ
」
と
い
う

「時
」
は
も
ち
ろ
ん

「卦
時
」
に
関
係
し
て
く
る
。
し
か
し
、



大
象
に

「時
」
が
見
え
る

の
は
、
こ
の

一
例
だ
け
で
あ
る
。

一
方

、
象
傳
に
は

「
豫
之
時
義
大
突
哉

」
「随
時
之
義
大
尖
哉
」
「
鳳
之
時
大
ム矢
哉
」
「
大
過
之
時
大
臭
哉
」
「瞼
之
時
用
大
突
哉
」

「
隣
之
時
用
大
　
哉
」
「雍

之
時
用
大
夷
哉
」
「
解
之
時
大
突
哉
」
「妬
之
時
義
大
突
哉
」
「
革
之
時
大
突
哉
」
「旅
之
時
義
大
夷
哉
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
観
卦

・
遜
卦

・
損
卦

・
益
卦

・
升
卦

・
艮

卦

・
豊
卦

・
小
過
卦

の
象
傳
な
ど
に

「
卦
時
」
と
関
わ
る

「
時
」
が
見
え
る
。
「
時
」

の
字
だ
け
な
ら
ば
他

の
卦

の
象
傳

に
も
見
え
る
。
「時

(卦
時
ご

を
問
題

に
す
る
の
は
、
象
傳

の
特
徴

で
あ

っ
て
、
大
象

の
特
徴
で
な

い
と
言
え
よ
う
。

(8
)

「
革
去
故
而
鼎
成
親
」
と

い
う

の
は
、
『
序
卦
傳
」
に

「
革
物
者
莫
若
鼎
、
故
受
之
以
鼎
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て

い
る
と
言
え
な
く

は
な

い
。
し
か
し
、
「故

」
「
新
」
と

い
う
概
念

は

『序
卦
傳
」
の
表
現
か
ら
は
直
接
的

に
は
読
み
取
れ
な

い
。
王
弼

の
独
自
性
と
考
え
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。
「序
卦
傳
」

の
韓
康
伯
注
は
鼎
卦
王
注

に
従

っ
た
解
釈
と
す
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

(9
)

徐
芹
庭

『周
易
器
正
評
述
」

中
国
書
店

二
〇
〇
九
年

二
十

一
頁

(10
)

櫻
宇
烈

「王
弼
集
校
繹
」

中
華
番
局

一
九
八
〇
年

二
二

一
頁

(11
)

徐
芹
庭

「周
易
器
正
評
述
」

中
国
書
店

二
〇
〇
九
年

二
十

二
～

二
十
三
頁

(12
)

加
賀
栄
二

『中
国
古
典
解
釈
史
」

勤
草
轡
房

昭
和
三
十
九
年

二
八
六
～
二
八
九
頁

大
象
に
対
す
る
王
弼
易
学

の
態
度
に

つ
い
て

皿

(西
川
)

一
七


